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ある積分方程式に つい て
古 嘉 士山谷
Study on certain Integral Equations. 
Yoshiyuki FURUYA 
The auther tri巴d to solve the problem that if the total heat energy of a certain part of heat 
conductor is specified in advance as a function of time， what temperature behavier is nessessa可
at the end of the conductor. And obtained the second kind of Volterra interal equations. 
はしがき
熱導体 の或る部分の熱エネルギーが時間 の関数とし
て 与えられ て いる時導体 の端 の温度は時間 のど のよう
な関数に なるか を調べる。
1. 基礎理論(1)
偏微分方程式
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(1)の初期条件 u(x， 0)=0・…… ....... ……(4a)
境界条件 u(O， t) =叫(t) ・・・(4b)u(l， t) =印2(t)
に対する解は
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なる連立積分方程式 の解で宮る。
2. 基礎理論(2)
x(t) を既知関数とし て
E(t〕=j :%x，抽��:........... . . . ... . .  . . . . . . . (7) 
を既知のも のとし て (2a)， (2b) の条件における(1)の
解 をしらべ (2b) の f(t) を求める。
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な るf(t) に関する第二種のVolterra型積分方程式が
得られる。
3. 条件(4)に対する解
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町(t)を求める問題を取り扱う。
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なる第二種のVolterra型積分方程式が得ら れる。
倒と倒から 印l(t)を求めることができる。
結 語
有限導体の 場合のある特定な場合にはVolterra型積
分方程式に導き解き得ることがわかった。更に境界条
件を複雑にした場合についての 解及数値計算法は今後
の 問題にしたい。
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